
別紙各班でのワークショップのまとめ 

１班 豊かな自然環境について 
 

 
 
もともとある自然 

○丸亀の南部をふちどる山々 

・本来の自然をありのままの状態として守っていく 

・観光資源としての活用 

○飯野山 

○土器川 

・土器川の中の公園の活用 

・南北までつながる土器川を広く多方面から利用する 

・メダカ、ザリガニ、ほたるなどのたくさんの生物が自然に生きていける環境を守ること 

・市民が川を愛し、守っていこう 

 「みんなで清掃し、保全をしましょう」 

○瀬戸内海と島々 

 

 
 

自然の中で生きる（生かされた）人 

○自然を守ること 

○自然を愛すること 

○環境教育 

○景観を守ることにより、人と人とのつながりを守り、自然の大切さ、尊さを分か

る人を育てることになる 

○自然環境を保全していくこと（防災につながる。災害に強い自然に） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人のつくった自然 

○ため池 

○親水公園の整備（ため池を利用） 

○丸亀城 

○神社に残る社そう林 

・生活に近い緑を守ること 

○生活の中の自然 

・農産物の活用（ゴミとして出すだけでなく、より活用していく方法を見つける） 

・農業の活性化（田んぼを守る→農産物を育てる→食べるものを自ら作る） 

・観光資源として地域特産物を生み出す 

○自然環境の活用 

○木を育てる→川をよごさない→きれいな水→美しい海→豊かな恵み  
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２班 歴史・文化資源について  ～歴史を知ることは若者、転入者が地元を知り、地域（人）を醸成することにつながる～ 
 

資源について  

建築観光資源 
○丸亀城（築４００年木造天守閣全国１２のうちの１つ） 
○猪熊美術館（世界の画伯の美術館） 
○中津万象園 
○西本願寺塩屋別院 
○太助灯篭 
○金比羅への道ということで、栄えた丸亀港の歴史 
○三谷寺（真言寺） 
・神が宿る 

 
 

自然観光資源 
○飯野山（讃岐富士） 
○快天山古墳（約３０００年前 四国最大級 国指定史跡） 
○陣の丸古墳（約１７００年前 県指定史跡） 
○青の山古墳 
○土器川 
○金倉城 
○塩飽諸島（本島・向島・牛島・広島・手島・小手島） 
○綾歌森林公園（大高見峰・小高見峰・猫山・城山） 
○西長尾城跡城山（約６００年前） 
○天狗伝説（高見坊天狗） 

文化遺産 
○琴比羅街道、お遍路さん 
○農業の歴史、ため池、宝憧寺池 
○地域のまつり、伝統行事、食文化、伝統芸能、坂本念仏おど
り（無形文化財） 
○昔話、地区に伝わる民話 
○伝統芸納品、うちわ、きく 
○歴史を彩った人、井上通女、田宮坊太郎伝説、曲垣平九郎 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

歴史・文化について  

人の育成 
○市民によるボランティアの清掃活動 
○ガイド制度 
○各島のおじさん、おばさんがガイド役 
○市民による植樹活動（神社の石段の西側に花の咲く苗樹） 

自然環境 

○自然を傷つけないような保存 

○自然の姿を残す 

○海抜５０ｍ以上に開発規制をし、景観

美を守る 

○クリーンな海 

○各島にある家族的なレストラン 
 

イベント 
○瀬戸内海クルーズの企画 
○島めぐり観光船（１０時出発→４時帰港） 
○山・川歩きツアーの定着 
○自然資源を利用したイベントの実施 

保全維持 

○現状（原形）の維持 
○あるがままの姿を維持していく 
○環境整備されたところには人が集まる 
○亀山公園の整備移転 
○築４００年の城下町として風格を持たせる施策をする（周辺整備のまちづくりが大切） 

ＰＲ活動 

○観光ＰＲ 

○丸亀城木造天守閣の他の城と共同でイベント、ＰＲをする 

○ＰＲポスター、チラシは熱っぽい表現にする 

○大きな単位で観光資源として売り込む（ｅｘ：太助灯篭～金比羅山） 

○他の城と異なる（木造天守閣、石垣）を重点ＰＲする。ポスター、パンフレット

などでＰＲ 

○歴史的建造物遠足ツアー 

○市内観光のための案内板の要所設置 

○詳しく紹介するチラシの作成（※興味のもてる内容とする） 

○世界の猪熊美術館として 
・美術講座開設 

・市民ギャラリー開設 
・シニア優待 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○新しく継承して保存していく方法。 

○ＰＲして観光として成り立っていく様に考える 

○丸亀市にしかない伝統文化・芸能をつくりあげる 

 

継承 
  
 

創設 

○他地域からどんどんやってくる丸亀独自の行事、風俗を長期
計画で創設する 

保存 

○歴史上の実在、架空を問わず残らずリストアップしてＰＲす
る 
○語り部の育成 
○冊子として編集、保存 

学校で 

○自然教室等の環境講座で自然保護の意識 

○学校の教材として取り上げる。エピソードを追加する 

○小学生（子ども）、地域の住民から昔話をしてもらう 

○教科書に地元の歴史を載せる 

○学校教育に取り入れる 

地域・家庭で

○行事を記録に残し、地元の子どもたちが全員できるようにす

る（伝承できる体制にする） 

○自治会、子ども会の活性化 

○若い人たちに参加の機会を増やす 

○伝統行事の保存 

○広報誌等で市民に知ってもらう 

○伝統芸能祭りで一同に会する 
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３班 公共施設のあり方や市民活動の活性化について 
 
 施設について 市民活動について 
 

情報 

○目的別じゃないすべての施設のデータベース化 
○利用申し込みのＩＴ化

アクセス 
○施設の場所がわかりづらい 
○利用しづらい 

管理・運営 
○施設利用者が管理する 
○市民参画で施設の運営を行う 
○施設の必要性によって、管理・運営の仕方を考えるべき！ 
○運営・管理は、施設自体の性格にもよるが、基本的には住民本位（地域運営）が理想と思う
○施設の維持には、市の予算が必要であるが、管理人件費は地域を利用することで圧縮できる
のではないか 
○管理の民間委託 
・適する施設と適さない施設がある 
・管理・運営については島の人では出来ないので（資格・その他）、行政ヘルプがいる 

○運用について（親方日の丸意識の撤廃）：民間の意見を聞く場をもっと増やす 
※経済団体に協力してもらって、市長の諮問機関を設置する 

見直し 

○コミュニティの利用の見直し 
○ポリテクカレッジの機能を拡大して活用 
○コミュニティセンター等については、地元住民の方が管理しており、利用（使用）時間に制
限がある 
○不用施設の見直し 

バラツキ 

○島しょ部では公共施設の数、質・量は充実してはいない 

○施設の設置場所にバラつきがある 

○合併に伴う建設等があり、市中心部のみならず、周辺部分にも充分供給されていると思う 

利用しやすい施設がほしい 

○気軽に行けていろいろな人と情報交換や交流のできる施設がほしい 
○建物があれば良いのではなく、市民が利用できる施設が必要 
○公共施設に対する期待として、高齢化にともないディサービスセンターを島にも作って欲し
い 

新設？ 

○施設建設にあたってＰＦＩ活用 
○大学の設置 
○新庁舎建設についての合併協議会意見の見直し 
○施設建設計画の見直し（お城の前） 
○小学校、中学校など子どもたちを育てる施設 
○学校教育施設の改善には、十分な予算配分を 

 
 
 
 
 
 

交流 
○市民活動同士の情報交換の場 
○コミュニティが積極的にＮＰＯ等の市民団体と交流を持つ 
○市民活動団体の交流をもち、ネットワークを作る。情報共有 
○ネットワークづくり 
○市民活動：市民の他のグループ同志の交流を密に行う。市内及び地域の市民活動の団体は？

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

リニューアル 
○コミュニティ活動のあり方を見直し 
○自治会活動の見直し 

自立と支援 
○誰かに支援してもらうのではなく、ミッシ
ョンのもと、運営していく（行政は利用） 
○市民活動の財政的支援 
○市民活動、環境美化に対して機器の購入に
補助が欲しい（清掃活動） 

ニューバージョン 
○地域防災グループ 
○ご近所の子育てサークル 
○健康・福祉・介護における活動の活性化 
○自治会・老人会以外のリタイア組のサーク
ル活動 

人材育成 
○地域に本当に活動的な市民団体ができれば
変わると思う！ 
○市民活動ファシリテーターの発掘養成 
○自治コミュニティの中に市民活動のリーダ
ー的人材を多く登用する 

 
 
 
 

○ＮＰＯの有効利用 

○市民活動と行政の協働推進 

○まちづくりと市民活動 

○市民活動と男女共同参画 

条例 
○市民活動の環境整備 
○市民活動促進支援を充実する 

 
 
 
 
 
 
 

意識・ＰＲ 
○市民による、市民の地域自治に関して、一般の人達に市民活動を通じて広めていく→個人
の意識レベルの高揚 
○地域の人たちに市民活動の必要性をどう伝えるか 
○行政と市民という関係はもちろんだが、地域で解決するのに市民活動団体という考え 
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４班 誰もが活動しやすい交通とまちの活性化について 
 
 

  
 
 
 

自動車の重要性 

○交通手段→自家用車 

○丸亀市の現状から考えて自動車（公共交通網が未発達であり、それらを整備する

コストを考えると自動車の方がよいと思う） 

市中心部の活性化 

○人気（ひとけ）があまりない。活気に乏しい。商店街を再びまちの人々が利用す

るのが望ましい 

○無料駐車場が必要 

・美術館は１時間（１時間では少ない） 
○「ホテル」街とか、特別な業種に限って割安地価（若しくはレンタル）で提供す

る 

○活性化→時代の流れ。 

○税金などを格安にして、人口が増加するように。他市より住みやすい環境を作る

ことによって、消費を向上し活性化を。 

 
 
 
 
 
 

公共交通機関の活用 

○若い人は車を使い、高齢者と子どもはぐるっとバスを使う 

○高齢者等のため、タクシーを利用できる「割引券」「枚数限度のフリー切符」 

○高齢者など、停留所が遠く乗れない人の為に 

①病院の通院にはタクシーの割引券 

②介護タクシーの利用。 

○高齢者・障害者のためのタクシー割引券。バスよりも有効かも 

○タクシー（バス）の有効利用ができるように料金を検討する（年齢別など） 

○ぐるっとバス時刻表と乗りかえ場所の件 

○回数が少ない（1時間あく） 

○ぐるっとバス 運行経路と停留所の件 

○公共交通→バス停の不足。「予算」１億の件 

○公共交通の利用促進 

・時間、停留所の問題 

 
 
 
 
 
 
 
 

○活性化は不要。いわゆる中心市街地が活性化したからといって私自身にはメリッ

トなし。人が集まるところが中心地。 
 
 
 
 
 
 
 

安全な道路の整備 

○安全に歩行、自転車、車の運転が出来るような道路の区分 

○土器川産直横の道路を改善の余地あり（車・歩道の間のコンクリート） 

○狭い道での歩行者道路の確保 

 
 
 
 
 
 
 
 

 5



５班 安心して暮らせるまちづくりについて 
 
 不安要因 コミュニティのあり方 望ましい危険・不安の解消方法 
 
 

組織の役割 

○行政レベルの支援が必要 

○行政、住民との役割分担をはっきりする 

○地域住民の意識改革が必要 

○行政と市民とのパイプ役（コミュニティ） 

○行政と市民の意識改革 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

地域の高齢化 

○高齢化と過疎化で老後不安。死ぬまで自宅で生活

できない（福祉の公平） 

○高齢化等により自治会からの脱退者の増加 

○福祉、介護、年金 

○医療関係で現在島内では診療所が一箇所で全治療

となっている。応急手当のみである 

○船便の確保。島内人口激減 

地域に根ざしたコミュニティ 

○自治会＝コミュニティ 自治会役員がコミュニテ

ィ業務？ 

○地域の安全・安心を確保できるようなコミュニテ

ィをつくる 

○地域住民と行政の話し合いの場を作る 

○地域のことは地域で担える体制が必要 

有事への備え 

○地域コミュニティでは講習会、勉強会を計画する。組織づくり 

○万一、災害が発生しても対応できる備え 

○人づくり 地域住民に情報を流す 

○塩飽諸島、お城、土器川、飯野山、綾歌山系を核とした安心、安全な

まちづくり 

○自然災害が起きた時にどのようにして高齢者、子供達を救助するの

か？ 

自主研鑽 

○まちづくりワークショップ等（3ヶ月に 1回） 

・年数回続行されたい 
○異なる年齢層の交流 

○自主防災組織づくり 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

犯罪の増加 

○青少年・児童が犯罪に巻き込まれる事件が多発し

ている 

○子供達を狙った犯罪等が増えてきた 

○犯罪の増加（新聞報道等でよく目にするようにな

ったから） 

○防犯対策の遅れ 

○犯罪が身近で起きている 長期的視点 

○食生活の大切さ。啓発運動をする 

 
 
 
 
 

自然災害 

○自然災害が多くなった 

○自然災害への対応（救助等） 

○防災対策 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

その他 

○国、地方全体が不健康な為、個人の健康づくりに

重点をおくべし 

○教育の必要性（智育、徳育、体育以上に食育）に

力を入れるべし。体も心も精神も食で決まる 

○とりまく環境の悪化（アスベスト、食品衛生、自

然環境） 
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６班 教育・子育ての環境について 
 

育児環境  情操教育 家庭教育 
 

○子育て中のお母さんがふれあえる場所が各地域ご

とにある社会 

○育児の意見交換の場 

○託児所を充実させ、子育て中の母親を支援する制

度を作る 

○安心して母親が仕事が出来るような託児所・保育

所の充実 

○核家庭を増やさない社会をめざす 

・子育ての経験が親→子→孫に伝わらない 
○産む時より育てる時に家庭財政を支えて欲しい 

○お金のかからない教育 

・学校・塾などにお金がかかりすぎる 
○子どもの声が巷にあふれる時代を望む 

 

 

地域 
 

学校 遊び 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○いろいろな体験をさせる 

○人の痛みが判る子どもに育って欲しい。自分がさ

れて「イヤ」なことは他人にしないという育て方

・おもちゃなど、与えられたものだけになっている 
○笑わせる、泣かせる、怒らせる 

○市の人づくりスローガン（思いやりの心を育てる

まるがめ） 

○市をよくするのは、まず人づくり 

・施設より“心”。施設は整っているものが多い 

○子どもの事故を社会や公共団体の責任にばかりし

ないで、自己責任において管理する 

○家族で子どもを育てる 

○子どもを大事にするという意味（大切にするのじ

ゃなくて、育てること） 

○世代間の格差をうめるために３世代のふれあいが

必要では？ 

○最近の親は子どもに対して甘やかし過ぎの感あ

り。少し厳しくする必要あり 

・「ニート」などの支援も含める 
○自分中心になりすぎているお母さん教育が必要 

・核家族の良さ、悪い点も考えるべきでは？ 

○
古
き
良
き
日
本
の
・
丸
亀
の
伝
統
・
文
化
を

受
け
継
ぐ
場
所
が
あ
っ
て
ほ
し
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○学校の空き教室を地域利用：講座、顔見知りの近

所の人だと児童も安心。侵入者も防げるのでは？

高齢者の憩い、児童との交流の場。→校舎のバリ

アフリー化→心のバリアフリー 

○地域で子育て（他人の子じゃなくて、みんなの子

という意識） 

○地域で子育てに取り組み、近所の子どもなら誰で

も顔を知っている地域社会であってほしい 

・子ども会などに入らない子が増えている 
○子育ての問題点の発見もしやすい 
○社会の仕組みに早くからなじませること 

○学校外での団体生活を送れる機会を作る 

・（例）飯山町での取り組みボランティアの人が、毎週子ど

もたちに学校で木工遊びを教えている 
○校区内のパトロールを地域・行政・父兄等で協力

し安心できるまちづくりを行う。 

 

○（公園の見直し）遊具の増設。遊び場の不足、片

寄り 

・遊び方を知らない←兄弟の数が減っている 
・ゲームなど遊びの内容が変化している 
・遊ぶ場所が減っている 
・体力がないのは遊ばないから 

・工夫がない。考えて工夫することも知らない子どもが多

い 
・子どもに遊ぶ余裕がない（学習塾、習い事など） 

○勉強したくなければさせない 

 

○設備の足りないところで創意工夫できる運営 

○学校はふれあいの場で勉強するところではない 

○青い鳥教室をもっと充実させ、子どもがひとりで

過ごす時間を少なくする 

○放課後の子どもの居場所を学校あるいは公共の施

設にしてほしい 

・児童館のようなものをもっと作る 
・地域によって設備に少し差がある 
・空き教室の利用 

○正しい信念で教育して下さる教員の資質が問われ

る 

○校区分けをもう少し子ども中心に考えるべきでは

・（例）綾歌：１～３歳児は各保育所→４･５歳児は１保育

所→各小学校 

丸亀：同じ町内でも３つに校区が分かれている 
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